
平成28年度　            佐賀市立本庄小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

●心の教育
・「心の木」活動の日常的実
践

・「心の葉」活動、月ごとの心のアン
ケート調査、Ｑ－Ｕ等を通して、子ど
も達の問題を早期発見・対応する
支援体制をつくる。
・心の授業、構成的グループエンカ
ウンターを定期的に実施し、自他の
よさに気付かせ、温かい人間関係
づくりを図る。

・Ｑ-Ｕや心のアンケート等から
情報を共有し、担任だけでなく
より多くの目で子どもを見守り
支援していくことができた。ま
た、 毎月「心の葉」を書くこと
で、自他の良さを見つめ、温
かい言葉をかけたり助け合っ
たりしている。

・職員全体で子どもを見つめる校内
の風土を継承し子どもの内面的成
長を育んでいく。また、子どもがより
安心できる居場所づくりのために
も、SCや家庭との連携を図りながら
心の教育の啓発活動を充実させ
る。

○特別支援教育
・特別な配慮を要する子ども
への支援体制の充実

・障がい特性の理解や支援の方
法、保護者面接等についての研修
会を行う。
・長期目標、短期目標を見据えた細
やかな支援計画の作成を行い、特
別支援コーディネーターや生活指
導員等と連携した支援の充実を行
う。

配慮を要する児童について
は、各学級担任が個別の指導
計画を作成し、支援を行った。
その際、生活指導員との連携
を密にとりながら、日頃の学習
状況等を確認し、支援の共有
化を図った。今後は、学級、学
年間を超えた支援やかかわり
の共通理解を行っていくことが
必要と感じた。

生活指導員等を交えた情報交換の
場を隔週程度での実施できる時間
を設け、配慮を要する児童の共通
理解を図る。また、夏休み等を生か
して、具体的な支援のあり方を学ぶ
研修会を実施し、日頃のかかわり
の充実を図る。

●いじめの問題へ
の対応

・人権･同和教育の充実

・人権･同和教育の視点の一つであ
る「人間関係づくり」を中心に据え
た、授業実践を行う。
・人権教室や人権標語活動の中
で、子どもたちの人権感覚を高める
場を設定する。

・各学年・学級で、子どもたち
の実態に応じて「人間関係づく
り」の授業実践や日々の指
導、人権標語活動を行った。
そのことで、子どもたちの人権
意識を高め、互いのよさを認
め合いながら一人一人を大切
にする雰囲気づくりを行うこと
ができた。

・全校の集いの際に行う人権の集
いの内容を、人権教育の目標や子
どもたちの実態を考慮しながら年間
を見通して計画し、全校が共通理解
のもと、互いのよさを認め合いなが
ら一人一人を大切にする集団づくり
を行っていくようにする。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

・授業力の向上

・各職員が、年間３回以上の研究授
業を行い、授業評価シートを基に授
業研究会を行うことで、子どもたち
に育みたい資質・能力を身に付けさ
せる。

各教科等において育成すべき
資質・能力を明らかにし、その
資質・能力を育むという観点
から授業改善を行ったことで、
教師が期待する子供の姿や
意識の変容が見られるように
なった。今後、資質・能力が身
に付いたかどうかの客観的な
効果測定が必要である。

育成すべき資質・能力が子供に身
に付いたのか客観的に測定する評
価方法の在り方を検討する。

・学習習慣の定着

・家庭学習の手引きを配布すること
で学習内容や方法の周知を家庭に
図ると共に、家庭学習のよりよい実
践を取り上げることで子どもの意欲
を高め行動化を図る。

家庭学習の手引きを配布し、
時間や方法などの留意点を共
通理解した。１学期末には、各
学級で自学をがんばった児童
を表彰し意欲付けを図った。

中学校との連携を図り、中学校の
家庭学習の在り方などを周知する
ことで、見通しと意欲を持たせる。

●教育の質の向上に
向けたICT利活用教育
の実施

・ＩＣＴ利活用の研修の実施

・ICT支援員との連絡用バインダー
を用いて連携を深めることで、職員
のICT利活用を進める。
・背面掲示板や回覧を利用し、ICT
利活用の効果的な方法の情報交換
をする。

・ＩＣＴ支援員の来校日に、疑
問点についての質問、よりよ
いＩＣＴ利活用の方法について
の意見交換を行うことができ
た。
・校内での公開授業を通して
具体的なＩＣＴ利活用の方法に
ついて情報交換ができた。

・公開授業では教科の内容につい
ての意見交換が中心であったた
め、教科の内容を深めるＩＣＴの利
活用方法についても視点を当て、協
議を行っていく。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

教
育
活
動

●健康・体つくり ・健康・体力の保持増進

・教科等、児童集会、委員会活動等
を活用して、朝食や給食、運動への
関心を高めさせる。
・運動の楽しさを実感させる授業づ
くりを基盤に、週1回のたてわり遊び
や学期に1回の学級対抗ゲームを
行う。
・体育や保健の授業、学級活動の
授業と関連を図り、養護教諭や栄
養職員とのＴＴも視野に入れ、実践
を行う。

・学期に一回、運動委員会を
中心に学級対抗スポーツ大会
を実施したり、スポーツチャレ
ンジへの取り組みを促すこと
ができた。さわやか委員会が
週1回のたてわり遊びを実施
し、体を動かして遊ぶことがで
きた。
・養護教諭や栄養職員と連携
し、教科等や給食の時間等を
使った計画的な指導を行うこ
とで、健康についての関心を
高めることができた。

・本校では多くの児童が休み時間に
なると運動場に出て遊ぶ様子が見
られるが、限定された遊びしかでき
ていない。体育や学級活動の時間
に、運動遊びを紹介したり、遊び道
具の充実を図ったりする必要があ
る。
・体力だけでなく、健康・安全面から
も取り組んでいる委員会活動等の
啓発を行い、児童自らが心身の健
康を高める素地づくりに努める。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

学
校
運
営

○家庭・地域との連
携

・学校支援ボランティアの活
用
・地域の各種団体、PTAとの
連携

・土曜授業を活用して、地域の「ひ
と・もの・こと」とふれあう教育活動を
行う。
・クラブ活動や授業等で地域人材
を、ゲストティーチャーとして積極的
に活用していく。
・地域と連携しての防災訓練を行
う。

・土曜授業を活用して、本庄学
や生活科で、地域の方をゲス
トティーチャーとして、本庄の
歴史や特産物などについて学
習することができた。
・地域と連携して、地域の方と
一緒に防災避難訓練を実施
することができた。
・土曜授業の活用だけではな
く、活動全体を見越して、計画
的に進める必要がある。また、
ゲストティーチャーとの打ち合
わせを綿密に行うことで、より
質の高い活動を目指すことが
大切である。

・次年度も、本庄学や生活科を中心
に、地域の方をゲストティーチャーと
して活用していく。その際、本庄小
学校の人材バンクを作成し、地域と
のつながりが継続できるように配慮
する。
・地域合同の避難訓練を継続し、子
供達の危機回避能力を高めていく。
・ゲストティーチャーを活用するとき
は、事前に計画等を教務、教頭など
に相談させ、より効果的な活動がで
きるように配慮していく。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

○　全ての評価項目で、概ね達成ができている。保護者アンケートでも、全項目で概ね達成以上の評価をいただいた。７月のアンケート結果よりも２月のアンケート結果評価が高かったこと
から、保護者の本校の取組への理解が進んでいると考えられる。次年度に向けては、「心の木」活動を中心に、子どもがより安心できる居場所づくりのために、SCや家庭との連携を図りなが
ら心の教育を充実させる。配慮を要する児童については、全職員で共通理解を図る場を設定していく。学力の向上については、今年度の校内研究を更に進め、児童の資質・能力の育成を
図っていく。また、教科の内容を深めるＩＣＴの利活用を工夫する。健康・安全面では、児童自らが心身の健康を高める素地づくりを進めていきたい。

達成度

具体的目標

達成度

B

B

B

達成度

・家庭における主体的な学習
態度を身に付けさせる。

・ICTを利活用した授業を積極
的に行う。

B

③　体パワーアップ

具体的目標

・「食」や「体」についての関心
を高めるとともに、運動の楽し
さを味あわせる。

達成度

B

B

B

②　学力パワーアップ

・学校支援ボランティアを生か
した、郷土への誇りや愛着を深
める教育活動の実施
・地域や家庭、PTA等と連携し
た行事等への参画

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

３　目標・評価

①　心パワーアップ

具体的目標

・自尊感情を高め、互いを認め
合う風土を醸成し、Ｑ－Ｕの満
足度を高める。
・子どもの実態に応じた予防的
対応に重点を置き、内面の成
長を促進する。

・特別支援教育の組織的な支
援体制を確立し、一人一人の
教育的ニーズに応じたかかわ
りを行う。

B

④　開かれた学校づくり

「心豊かに 自ら学び たくましく生きる子どもを育てる」
　　　　　　～　パワーアップ大作戦　～
　　　①心パワーアップ　　②学力パワーアップ
　　　③体パワーアップ　　④開かれた学校づくり

①心パワーアップ　　　…「心の教育の充実」「特別支援教育の充実」
②学力パワーアップ　　…「学力向上」「主体的・自律的態度の育成」
③体パワーアップ　　　…「主体的な運動や健康づくりの推進」
④開かれた学校づくり　…「家庭・地域との連携」「土曜授業の活用」

教
育
活
動

●学力の向上

・各教科等において、自ら知っ
て考えて行動するための資質・
能力を身に付けさせる研究実
践を組織的に進める。

教
育
活
動

・互いのよさを認め合いなが
ら、一人一人を大切にする、一
人一人が大切にされる集団づ
くりを行う。

具体的目標

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

達成度 Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である


